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中学２年生が行う「キャリア・スタート・ウィーク」とは…
　キャリア教育の中心的活動として、生徒の勤労観、職業観を育てるために、生徒が事業所などの職場で働くことを通じて職業や仕事の実際について体験したり、働く人々と接したりする学習活動です。
　本市では、「村上市キャリア・スタート・ウィーク実行委員会」を組織し、受入れ事業所の皆様と学校、支援組織等が連携を密にして次代を担う中学生の職場体験が価値ある活動となるよう支援しています。









事業所　様





～地域の子どもを地域のみんなで育てましょう！～





キャリア教育で子どもを伸ばす


　　　　　　





職場体験の受入れには　こんなメリットが！　　





◇　次代を担う人材の育成として活用でき、事業所の地域貢献、社会的役割を具体化できます。また、地域における企業の認知度の向上にもつながります。


◇　職場の活性化や社員教育の一環として活用できます。 


◇　どのように受け入れるかを考えることで、仕事の見直し


　の機会になります。


◇　教えるという刺激が加わり、従業員のモチベーションが


上がります。








＜事業所＞


生徒の手紙から、当社がドライバー、事務所、工場が協力して成り立っていることを感じてもらえたことが分かりました。職場体験を受け入れてよかったと思いました。





＜生徒＞


おいしいお米を作るためには一つ一つ細かいところまでの仕事が大切だということが分かりました。担当の方のきつい仕事にもやりがいがあるとの言葉に、私もやりがいのある仕事を楽しくできるといいなと思いました。





＜生徒＞


人と関わるときは元気に明るく接し、相手を思いやることが大事だということを学びました。どんな仕事をするにしても時間を守ること、提出物をしっかりと出すことは大事なので、社会につながることを意識してこれからも続けていきたいと思います。





＜事業所＞


最初に体験を行うにあたっての心構え、オリエンテーションを行いました。指導したことを確実に、注意点も意識して仕事をしていました。「楽しかった」の感想にこちらもほっとする思いでした。











＜生徒＞


働くことの大切さと人の心の温かさを知ることができ、頑張れば頑張るほど仕事のやりがいを感じました。また挨拶・返事・協力して作業することを通して社会のルールを学びました。








事業所や生徒、


保護者、学校から


寄せられた声


（令和４年度体験より）





＜保護者＞　 


普段気付かない、さりげなく環境を整える仕事に助けられていることが、実際に体験して理解できたことは成長につながると思います。体験をもとに将来どのような仕事に就きたいか考えられるといいなと思いました。








＜学校＞


「働く」ということの大変さを感じながらも、やりがいを感じた生徒が多く有意義な体験を行うことができました。働く楽しさ、厳しさ、社会人のマナーを学びながら３日間の体験をやり遂げたことで、生徒は達成感と自己有用感を感じていました。普段の学校生活では経験できない、貴重な体験の機会となりました。








